
　笛吹市商工会では、創業塾や窓口相談でこれまで多くの創業者を支援してきました。
その実績を活かし、今年度より事業を受け継ぐ人や経営を始めたばかりの方に向けた「後
継者塾」を 9 月 18 日から開講しています。経営の基本をしっかり学び、実務にすぐ活
かせる内容がそろった全 6 回のプログラムです。仲間と共に学び合いながら、経営の力
を磨くこの取り組みは、リスキリングの観点からも注目されています。（詳しくは 8 ページ）

仲間と共に学ぶ実践型プログラム「後継者塾」仲間と共に学ぶ実践型プログラム「後継者塾」
笛吹市商工会で開催！笛吹市商工会で開催！
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デジ推しフェス
農商工連携マッチングフェア
やまなしトレジャーマーケット
持続化補助金申請者に向けた準備
伴走型支援 TOPICS ／
プロ直伝！環境変化に勝つヒント！
商工会なう「笛吹市商工会」／
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県内 23 商工会をつなぐ“地域のちから”リレー

今月の表紙 笛吹市商工会　（次回号は南都留中部商工会です）
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総会で挨拶する岩下会長

交流会で祝辞を述べる長崎知事 記念講演会で講演する河村会長
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催
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開
催

　
　
　
　

　
　
　
　

会
員
事
業
所
の
成
長
を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
の
集
い
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業
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え
る
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集
い

山
梨
県
日
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会
と

山
梨
県
日
韓
親
善
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会
が
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総
会
と

　

日
韓
国
交
正
常
化

　

日
韓
国
交
正
常
化
6060
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催

周
年
記
念
講
演
会
を
開
催

　

８
月
26
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
、
笛
吹
市

「
ホ
テ
ル
石
庭
」
に
お
い
て
、
県
内
各
商
工
会

の
会
長
・
副
会
長
、
事
務
局
長
な
ど
が
参
加

す
る
商
工
会
正
副
会
長
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
地
域
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
が
集
ま
り
、
学
び
や
交
流
を
通
じ
て
地

域
経
済
の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

一
日
目
は
３
つ
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
農
業
を
「
営
む
」
か
ら
「
経
営
す
る
」

へ
と
転
換
す
る
取
組
が
紹
介
さ
れ
、
農
業
を

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
戦
略
的
に
捉
え
る
重
要
性

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
や
富
士
ト
ラ
ム
整
備
に
よ
る
山
梨
の
新

た
な
可
能
性
に
つ
い
て
、
観
光
や
産
業
振
興

の
展
望
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
商
工

会
の
経
営
指
導
員
か
ら
、
商
店
街
活
性
化
を

目
的
と
し
た
伴
走
支
援
や
、
経
営
計
画
に
基

づ
い
た
Ｄ
Ｘ
導
入
の
事
例
が
発
表
さ
れ
、
現

場
に
根
ざ
し
た
支
援
の
工
夫
を
共
有
し
ま
し

た
。

　

夕
方
に
は
、
山
梨
県
知
事
や
県
幹
部
職
員

を
迎
え
た
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
真
剣
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
商
工
会
と
行
政
の
連
携
を
深
め
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会
と
懇

談
会
を
通
じ
て
、
商
工
会
と
行
政
が
一
体
と
な

り
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
会
員

事
業
所
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
、
よ
り
良
い

経
営
環
境
の
実
現
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
第
一
部
】

〝
農
業
を
営
む
〝
か
ら
〝
農
業
を
経
営
す
る
〝
へ

～
未
来
を
見
据
え
た
攻
め
の
農
業
戦
略
～

【
第
二
部
】

リ
ニ
ア
と
富
士
ト
ラ
ム
で
実
現
す
る
や
ま
な

し
の
新
時
代
に
つ
い
て

【
第
三
部
】

経
営
指
導
員
先
進
的
事
例
発
表

（
１
）
伴
走
支
援
か
ら
始
ま
る
商
店
街
活
性
化

韮
崎
市
商
工
会　

経
営
指
導
員　

仲
澤
瑞
基

　

韮
崎
市
で
空
き
店
舗
の
利
活
用
や
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
軸
に
「
駅
前
商
店
街
空
き
店

舗
ツ
ア
ー
」
を
実
施
。
行
政
や
地
元
企
業
・

商
店
街
と
連
携
し
、
商
工
会
の
強
み
を
活
か

し
た
「
地
域
振
興
」
と
「
経
営
支
援
」
を
両

輪
と
す
る
持
続
可
能
な
地
域
活
性
化
の
仕
組

み
を
構
築
し
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

（
２
）
経
営
計
画
に
基
づ
く
Ｄ
Ｘ
導
入
支
援

身
延
町
商
工
会　

経
営
指
導
員　

神
山
直
人

　

本
会
の
岩
下
和
彦
会
長
が
会
長
を
務
め
る

「
山
梨
県
日
韓
親
善
協
会
」
は
、
８
月
６
日

に
ベ
ル
ク
ラ

シ
ッ
ク
甲
府

に
お
い
て
、

来
賓
・
会
員

な
ど
58
人
の

出
席
に
よ
り

令
和
７
年
度

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
日
韓
両
国
の
国
交
が
正
常
化
し
て

60
周
年
の
節
目
の
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
総

会
に
合
わ
せ
て
、
日
韓
親
善
協
会
中
央
会
の

河
村
建
夫
会
長
を
講
師
に
招
き
、『
国
交
正

常
化
60
周
年 
こ
れ
か
ら
の
日
韓
関
係
の
展

望
』
と
題
し
た
記
念
講
演
会
も
開
催
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
親
善
協
会
の
取
り
組
み
と
こ
れ

か
ら
の
未
来

志
向
の
日
韓

関
係
に
つ
い

て
講
演
を
し

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
演
後
の

交
流
会
に
は
、
長
崎
幸
太
郎
山
梨
県
知
事
に

も
臨
席
い
た
だ
き
、
会
員
相
互
の
交
流
を
深

め
る
と
と
も
に
、
山
梨
県
と
姉
妹
締
結
し
て

い
る
韓
国
・

忠
清
北
道
の

キ
ム
知
事
か

ら
長
崎
知
事

に
送
ら
れ
た

歌
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

▲アグベル㈱
代表取締役　
丸山桂佑氏

▲山梨県新価値・
地域創造推進局
山梨・富士山未来課
栗田研二課長

　

伝
統
的
な
和
紙
製
造
業
を
営
む
女
性
経
営

者
に
対
し
、
商
工
会
は
現
状
把
握
を
も
と
に

D
X
化
を
取
り
入
れ
た
支
援
を
実
施
。
売

上
偏
重
か
ら
利
益
重
視
へ
と
経
営
方
針
を
転

換
し
、
H
P
や
S
N
S
で
の
情
報
発
信
力

及
び
生
産
管
理
等
の
効
率
化
を
強
化
し
ま
し

た
。
海
外
展
開
も
視
野
に
入
れ
た
取
組
み
に

よ
り
業
況
が
改
善
し
、
商
工
会
支
援
の
成
果

と
し
て
成
功
事
例
と
な
り
ま
し
た
。

ྩ࿨̓೥݄̏̕ ̌೔ൃߦୈ̏̏ ߸̔

2

঎޻会΍·ͳ͠



ྩ࿨̓೥݄̏̕ ̌೔ൃߦ ୈ̏̏ ߸̔

3

঎޻会΍·ͳ͠

シルバー人材センターを活用してみませんか？
派遣でのお仕事も
ご相談ください

職場の
人手が
ちょっと
足りない

短時間
OK

高齢者活躍人材確保育成事業

公益社団法人山梨県シルバー人材センター連合会 甲府市蓬沢1丁目15番35号 山梨県自治会館１階
TEL（055）228-8383　FAX（055）228-8389
URL https: //www.y-sjc.jp/

・製造業の補助等・飲食店の調理補助
・販売やイベントのお手伝い・介護補助
・事務所内の受付、事務、清掃、軽作業
　　　　　　　　　　　　　　　　ほかお引き受けいたします。

★商工会員の皆さま★

シルバー人材センターを活用してみませんか？

デ
ジ
タ
ル
化
の
相
談
と
体
験
が

一
堂
に
集
結
！

「
デ
ジ
推
し
フ
ェ
ス
」開
催
！

　

９
月
11
日
（
木
）
甲
府
記
念
日
ホ
テ
ル
に
て
、

「
デ
ジ
推
し
フ
ェ
ス
」を
２
０
０
名
超
の
来
場
者

の
も
と
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
７

つ
の
セ
ミ
ナ
ー
と
22
の
相
談
・
体
験
ブ
ー
ス
が

並
び
来
場
者
は
相
談
・
体
験
・
セ
ミ
ナ
ー
受
講

の
各
ブ
ー
ス
を
巡
り
な
が
ら
、
１
日
で
多
く
の

学
び
や
気
づ
き
を
得
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り

組
む
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
商
工
会
は
引

き
続
き
デ
ジ
タ
ル
化
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
デ
ジ
タ
ル
化
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

近
く
の
商
工
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



農
商
工
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア

農
商
工
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア

　　
　
　
　
　

～～  

山
梨
の
魅
力
、
一
堂
に
集
結
。
人
と
モ
ノ
が
出
会
う
日

山
梨
の
魅
力
、
一
堂
に
集
結
。
人
と
モ
ノ
が
出
会
う
日  

～～

　

11
月
5
日（
水
）、甲
府
記
念
日
ホ
テ
ル
に

て「
第
17
回
農
商
工
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ

ア
」を
開
催
し
ま
す
。

　

本
フ
ェ
ア
は
、県
内
の
中
小
・
小
規
模
事

業
者
や
農
林
漁
業
者
が
持
つ
技
術
や
、地
域

な
ら
で
は
の
素
材
を
活
か
し
た
商
品
を
一
堂

に
集
め
た
、販
路
開
拓
と
連
携
促
進
の
た
め

の
商
談
・
交
流
の
場
で
す
。規
模
の
大
小
で

は
な
く
、“
熱
意
と
こ
だ
わ
り
”が
詰
ま
っ
た

逸
品
が
並
び
、作
り
手
の
思
い
に
直
接
触
れ

ら
れ
る
点
が
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

出
展
予
定
は
約
80
社
。食
品
や
農
産
加
工

品
に
加
え
、家
具
・
照
明
・
ク
ラ
フ
ト
雑
貨
・

金
属
加
工
品
な
ど
、工
芸
品
や
工
業
製
品
も

多
数
出
展
さ
れ
ま
す
。会
場
で
は
製
品
に
直

接
触
れ
、作
り
手
の
想
い
や
工
夫
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
た
め
、よ
り
深
い
理
解
と
信
頼

が
生
ま
れ
ま
す
。昨
年
の
来
場
者
か
ら
は「
手

に
取
り
な
が
ら
話
を
聞
く
と
、商
品
の
背
景

や
こ
だ
わ
り
が
伝
わ
っ
て
き
て
、欲
し
く
な

る
気
持
ち
が
全
然
違
っ
た
」（
40
代
女
性
）と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。試
食
・
試
飲

や
製
品
体
験
を
通
じ
た
対
話
が
、
新
た
な

発
想
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
つ
な
が
り
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

第17回

97.

6
％
が『
ま
た
来
場
し
た
い
』と
回
答
し

て
お
り
、満
足
度
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
年
は
、
来
場
者
に
加
え
、
出
展
事
業
者

の
満
足
度
向
上
も
図
る
た
め
J
E
T
R
O

や
知
財
等
関
連
機
関
の
協
力
に
よ
り
、海
外

展
開
や
知
的
財
産
に
関
す
る
相
談
ブ
ー
ス
も

新
た
に
設
置
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
出
展
者
同

士
の
交
流
の
場
を
広
げ
、コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
や
共
同
販
促
と
い
っ
た
、次
に
つ
な
が
る

関
係
づ
く
り
を
後
押
し
し
ま
す
。

出展者のこだわりを直接確認

個別商談会で販路開拓 ( 要事前申込 )

　

な
お
、当
日
は
直
接
販
売
は
行
い
ま
せ
ん
。

展
示
や
試
食
を
通
じ
て
商
品
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、そ
の
後
の
商
談
や
取
引
へ
と
つ
な
げ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
で
す
。駐
車
場
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、公
共
交
通
機
関
で

の
ご
来
場
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、山
梨
の
隠

れ
た
逸
品
を
、ぜ
ひ
会
場
で
ご
体
感
く
だ
さ

い
。
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山梨県信用保証協会

ホームページの問い合わせメールフォームからもご相談いただけますので、ご利用ください。

フリーダイヤル 0120-970-260

中小企業・小規模事業者の皆さま　　　　　企業の挑戦をサポートします！

山梨を支える企業とともに

「協調支援型特別保証制度」を創設しました！
金融機関の独自融資と保証協会付融資を組合わせ事業者の皆さまを支援する保証制度です。長期の借入(最長10年)が利用可能となり、
保証料補助も受けることができます。詳しくは取扱金融機関や当協会へご相談ください。

ʢຊɹɹɹళʣɹ˟��������ɹߕ෎ࢢ൧ా�����
ʢ෋࢜ࢧ٢ాళʣɹ˟��������ɹ෋࢜ࢢ٢ాԼ٢ా�������

や
ま
な
し
ト
レ
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
ま
な
し
ト
レ
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
22
0
2
5

0
2
5

　　

～～  
準
備
と
改
善
を
重
ね
、
成
約
率
向
上
を
め
ざ
す
伴
走
型
商
談
支
援
～

準
備
と
改
善
を
重
ね
、
成
約
率
向
上
を
め
ざ
す
伴
走
型
商
談
支
援
～

　
「
バ
イ
ヤ
ー
か
ら“
良
い
商
品
だ
”と
評
価

さ
れ
て
も
、商
談
が
成
立
し
な
い
」─
─
そ

ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

味
や
品
質
が
優
れ
て
い
て
も
、価
格
や
保

存
期
間
、生
産
数
量
、流
通
条
件
な
ど
、取
引

成
立
に
は
多
く
の
要
素
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

山
梨
県
商
工
会
連
合
会
が
実
施
す
る

「
や
ま
な
し
ト
レ
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

２
０
２
５
」で
は
、商
談
会
を
通
過
点
と
位

置
づ
け
、成
果
を
高
め
る
た
め
の
事
前
準
備

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
8
月
上
旬
に
は
、

事
業
者
・
担
当
指
導
員
・
事
務
局
が
集
ま
り
、

約
1
時
間
の
個
別
面
談
を
実
施
。生
産
状
況

や
取
引
先
、将
来
の
方
向
性
を
確
認
し
、試

食
品
を
交
え
て
課
題
を
整
理
し
ま
し
た
。続

く
現
役
バ
イ
ヤ
ー
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
で

は
、事
前
に
送
付
し
た
サ
ン
プ
ル
を
試
食
し

た
う
え
で
、味
や
包
装
、流
通
方
法
な
ど
に

つ
い
て
具
体
的
な
助
言
を
受
け
ま
す
。

　

10
月
15
日
の
商
談
会
に
は
20
社
が
参
加
。

バ
イ
ヤ
ー
が
事
前
に
商
品
を
理
解
し
た
状
態

で
臨
む
た
め
、初
対
面
か
ら
の
説
明
に
時
間

を
費
や
す
こ
と
な
く
、成
約
に
向
け
た
具
体

的
な
商
談
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。商
談
後

は
、当
日
の
反
応
や
評
価
を
も
と
に
販
売
戦

略
を
再
設
計
し
、次
の
販
路
開
拓
へ
と
つ
な

げ
ま
す
。
昨
年
度
は
21
社
が
参
加
し
、
成
約

率
は
28.

5
％
を
記
録
。今
年
も
出
展
者
か

ら
は
前
向
き
な
声
が
多
く
、さ
ら
な
る
成
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
HP
よ
り
ご
確
認
下
さ
い

■
や
ま
な
し
ト
レ
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
HP

山梨県の最低賃金が変わります！
山梨県内で働く全ての労働者に適用されます

令和７年末で収入証紙を廃止します！
山梨県収入証紙のポイント
【ポイント１】
証紙の販売は、令 和 7年１２月末日まで
【ポイント２】
証紙の使用は、令 和８年３月末日まで
【ポイント３】
証紙の還付は、令 和１２年１２月２７日まで
令 和８年４月以降、使用できなくなります

最新 情報はこちら山梨県 HP▶
お問い合わせ先 / 山梨県出納局会計課
　　　　　　　　055-223-1308

令和 7年
12月１日より

時間額1,０５２円
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持続化補助金の申請をご検討中の皆さまへ
～申請に向けた準備について～

持続化補助金の申請をご検討中の皆さまへ。本補助金は小規模事業者
の販路開拓や生産性向上を後押しする制度です。申請に際しては、自社
の課題や将来の展望を明確にした事業計画を策定することが重要です。
さらに、支援機関である商工会が作成する様式４（事業支援計画書）の
添付が必須であり、事前に相談を行い調整しておく必要があります。なお、
様式４の発行依頼に際し、2025 年 11月18 日（火）が発行の受付締切
となっております。受付締切以降の発行依頼は、いかなる理由があって

もできません。また、補助対象者の要件を満たして
いないと判断される場合も発行できませんので、発
行受付締日 2 ～ 3 日前には商工会に来館または電話

連絡するなど、早めの準備を心がけてください。
　また、対象経費の範囲や見積書・契約書などの必要書類が不備だと
審査で不利になる場合があります。申請期限を過ぎると受付不可となり
ますので、余裕を持った手続きをおすすめします。
　本補助金制度の詳細をわかりやすくまとめた公式ポー
タルサイトが開設されましたのでＱＲコードからアクセス
していただけますようご案内します。

ྩ࿨̓೥݄̏̕ ̌೔ൃߦୈ̏̏ ߸̔
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団体割引  １７.５％ ！



山梨支店甲府支社

　

近
年
、
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
は
お
客
様
と
の
接
点
を
広
げ
、
信
頼
関
係

を
築
く
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
事
業
環
境
変
化
に
対
応
す

る
支
援
の
一
環
と
し
て
、
専
門
家
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
企
画
を
は
じ
め
ま
し
た
。
第
一
回
の

テ
ー
マ
は「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
」で
す
。

　

山
梨
県
専
門
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
Ｍ
ｏ

ｍ
ｏ
ｋ
ａ
さ
ん
を
お
招
き
し
、
小
規
模
事
業

者
が
実
際
に
売
上
Ｕ
Ｐ
や
経
営
力
向
上
等
に

成
果
を
上
げ
る
た
め
の
工
夫
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
よ
り
も
〇
〇
を
意
識
」「
見

て
も
ら
え
る
た
め
の
投
稿
の
３
つ
の
コ
ツ
」

「
文
章
、
画
像
、
動
画
の
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
具

体
的
な
視
点
は
、
日
々
の
発
信
に
す
ぐ
役
立

つ
内
容
で
す
。
み
な
さ
ま
の
お
宝
情
報
と
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

　

続
き
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

　
　
　
　
　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

山梨県専門
インフルエンサー
Ｍｏｍｏｋａさん

プ
ロ
直
伝
！

プ
ロ
直
伝
！

環
境
変
化
に
勝
つ
ヒ
ン
ト

環
境
変
化
に
勝
つ
ヒ
ン
ト
！！

「
専
門
家
に
訊
く
」

「
専
門
家
に
訊
く
」

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
用

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
用

ྩ࿨̓೥݄̏̕ ̌೔ൃߦ ୈ̏̏ ߸̔
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伴
走
型
支
援

伴
走
型
支
援
T
O
P
I
C
S

T
O
P
I
C
S

　
　
　

　

河
口
湖
商
工
会

河
口
湖
商
工
会

～
今
後
は
空
き
家
の
再
生
で
地
域
貢
献
し
た
い
～

～
今
後
は
空
き
家
の
再
生
で
地
域
貢
献
し
た
い
～

　
【
持
続
化
補
助
金　「
広
報
・
Ｐ
Ｒ
戦
略
」編
】

❶
支
援
の
き
っ
か
け

	

　

支
援
事
業
所
は
、富
士
河
口
湖
町
で
水
廻
り
を

中
心
と
し
た
住
宅
補
修
・
再
生
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

を
手
掛
け
て
い
ま
す
。前
職
は
大
手
精
密
機
器
製

造
業
で
し
た
が
、「
手
に
職
を
付
け
て
定
年
に
関

係
な
く
働
き
た
い
」と
の
思
い
か
ら
創
業
に
至
り

ま
し
た
。創
業
当
初
は
、地
域
密
着
型
リ
フ
ォ
ー

ム
店
と
し
て
の
認
知
拡
大
が
大
き
な
課
題
で
し

た
。そ
の
中
で
事
業
主
の
考
え
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
、商
工
会
が「
持
続
化
補
助
金
」申
請
を
提

案
、取
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

❷
取
組
み
内
容

	

　

代
表
の
八
幡
氏
は
気
配
り
や
丁
寧
な
作
業
で

定
評
が
あ
り
、特
に「
水
廻
り
リ
フ
ォ
ー
ム
」の
需

要
に
応
え
ら
れ
る
点
が
強
み
で
す
。こ
の
強
み
は

富
士
北
麓
地
域
に
数
多
く
存
在
す
る
宿
泊
施
設

に
も
十
分
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、不
動
産
管
理
会
社
や
宿
泊
施
設
、個
人

住
宅
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
設
定
。Ｄ
Ｍ
や
市
町

村
広
報
誌
へ
の
広
告
掲
載
、顔
写
真
入
り
チ
ラ
シ
、

Ｈ
Ｐ
の
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ペ
ー
ジ
と
い
っ
た
販
促

ツ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
、自
社
の
再
生
リ
フ
ォ
ー

ム
技
術
を
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

❸
代
表
者
の
声

	

　

商
工
会
の
経
営
指
導
員
が
都
度
相
談
に
応
じ
、

計
画
書
の
策
定
か
ら
自
社
の
強
み
や
課
題
の
抽

■事業所名　Ｒｅｐｌｕｓ　ふろいち山梨店
・代表者名	 八幡　真峰
・業　　種	 建設業
		  （水回りを中心とした住宅補修・再生リフォーム事業）
・住　　所	 南都留郡富士河口湖町勝山835-2
・電　　話	 0555-83-2363

出
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
づ
く
り
ま
で
一
貫
し
て

伴
走
支
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。創
業
間
も
な
い
私

に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
り
、結
果
的
に
計
画

を
上
回
る
新
規
顧
客
開
拓
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

年
間
20
件
以
上
の
受
注
を
実
現
し
、前
年
を
大
き

く
上
回
る
売
上
を
達
成
で
き
た
こ
と
は
、今
後
の

自
信
と
な
っ
て
い
ま
す
。

❹
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

	

　

八
幡
代
表
は
、ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
エ
コ
ロ
ジ
ー

な
工
法
を
採
用
し
て
お
り
、環
境
に
や
さ
し
い
事

業
運
営
を
心
が
け
て
い
ま
す
。今
後
は
社
会
課
題

と
な
っ
て
い
る「
空
き
家
」の
再
生
・
利
活
用
に
力

を
入
れ
、地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
意

欲
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。



〒407-0023
韮崎市中央町 3-19（韮崎漢方薬局裏）
営業日時の確認問い合わせは Instagram へ

ククチチココミミ情情報報
しあわせ調査員しあわせ調査員のの

No.135

　韮崎のおさんぽマップを片手に訪
れたのは、今年４月にオープンした

「Aprèｓ la pluie クレープとおやつ」
さんです。フランスのことわざ“雨の
後には幸せが訪れる”にちなんで名付
けられたお店は、アンティークの扉や

かわいい照明に彩られ、思わず長居したくなる空間です。
　ジュッ、しゅわわわわ～♡ 甘い香りと幸せの音が店
内に広がります。生地には食物繊維豊富なスペルト小
麦を使用。１番人気のシュガーバターは、鉄板でくるく
ると広げた生地にバターをなでるようにのせ、ブラウン
シュガーのジャリッとした甘さとともにしっとりもちも
ちの食感が楽しめます。店主オススメのハニークリーム

チーズに使用するはちみつは、自然のままに熟成された
非加熱の“生はちみつ”で、栄養価も高い逸品。ドリン
クには、漢方の知見を取り入れたハーブティーやチャイ
が揃い、季節に合った限定商品も登場します。
　高校生のころ進路に悩み、母に相談した店主は「小
さい頃の夢はケーキ屋さんだったよ」と言われ、ハッと
心が動いたそう。その後ケーキ
屋で修業を重ね、さまざまなきっ
かけを経てたどり着いたのがク
レープの世界でした。今後は新
たに焼き菓子作りにも挑戦し、地
域の人が気軽に立ち寄れる場所
に育てていきたいと話します。次
はどのクレープを選ぼうかな？そ
んな楽しみが広がる心地よいお
店です ^ ^

（調査員 H＆K）

　

笛
吹
市
商
工
会
が
主
催
す
る「
後
継
者

塾
」は
、こ
れ
か
ら
の
経
営
を
担
う
人
た
ち

の
た
め
に
企
画
さ
れ
た
実
践
的
な
学
び
の

場
で
す
。家
業
を
継
ぐ
予
定
の
方
、事
業
を

引
き
継
い
だ
ば
か
り
の
方
、あ
る
い
は
創
業

し
て
間
も
な
い
経
営
者
を
対
象
に
、経
営
に

欠
か
せ
な
い
基
礎
を
わ
か
り
や
す
く
、そ
し

て
実
務
に
直
結
す
る
形
で
学
べ
る
全
6
回

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

内
容
は
ど
れ
も
日
々
の
経
営
判
断
に
役

立
つ
実
践
的
な
も
の
ば
か
り
。経
営
者
と
し

て
の
心
構
え
に
は
じ
ま
り
、会
社
を
強
く
す

る
会
計
の
基
礎
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
販
路

開
拓
の
方
法
、金
融
機
関
と
の
上
手
な
付
き

合
い
方
、経
営
計
画
書
の
作
り
方
や
活
か
し

方
、さ
ら
に
は
先
輩
経
営
者
の
経
験
談
ま
で

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
も
う
一
つ
の
大
き
な
魅
力
は「
仲
間
と
の

出
会
い
」で
す
。同
じ
立
場
に
あ
る
受
講
者

同
士
が
意
見
を
交
わ
す
こ
と
で
、新
し
い
気

づ
き
や
励
ま
し
を
得
ら
れ
る
の
も
後
継
者

塾
な
ら
で
は
。学
ん
だ
こ
と
を
す
ぐ
に
実
践

に
つ
な
げ
や
す
く
な
る
と
好
評
で
す
。

　
さ
ら
に
、こ
の
後
継
者
塾
は「
学
び
直
し
」

「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
」と
い
う
観
点
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。時
代
が
急
速
に
変
化
し

て
い
る
今
、こ
れ
ま
で
の
経
験
だ
け
で
は
対

応
し
き
れ
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。経

営
者
が
経
営
の
基
本
を
改
め
て
整
理
し
直

す
こ
と
で
、経
営
者
と
し
て
の
視
野
を
広

げ
、新
し
い
挑
戦
に
も
自
信
を
持
っ
て
踏
み

出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
担
当
者
は
、『
経
営
を
円
滑
に
始
め
る
」創

業
塾
と「
次
世
代
の
経
営
者
を
育
て
る
」後

継
者
塾
の
両
輪
で
若
手
経
営
者
の
支
援
を

し
て
い
き
た
い
。経
営
を「
始
め
る
・
継
ぐ
」

を
ゴ
ー
ル
に
せ
ず「
伸
ば
す
」た
め
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
学
び
を
通
じ
て
仲
間
と
つ

な
が
り
、地
域
の
未
来
を
共
に
支
え
る
一
歩

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。』と
語
っ

て
い
ま
す
。

笛
吹
市
商
工
会

次
代
を
担
う
後
継
者
の
学
び
の
場
！

仲
間
と
共
に
学
ぶ
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
後
継
者
塾
」が
始
動！

Aprèｓ la pluie
クレープとおやつ
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後継者塾のチラシ


